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　財務諸表の統一的基準までの概念図

　（施策）

・歳出改革 ・歳入対応 ガバナンス
　　・コンプライアンス
　　・イノベーション
　　・マネジメント

　（戦略）

・行政の効率性 ・収支（現金）会計→発生主義・取引（民間企業）会計
・行政の適正化 　　→地方自治体の現実的な会計へ ・現金主義会計を補完する財務会計へ

総務省方式モデル （発生主義、複式簿記
　　の民間手法を改訂、導入） 　　経営戦略

　　資産・負債改革
総務省方式     「改訂モデル」 （決算カードの読替え 　　ガバナンス・マネジメント改革

 「基準モデル」 　　資産ベースのマネジメントへ） 　　（一般企業、公営企業、第三セクター）

　　「財務諸表」 ①貸借対照表 （ＢＳ）
②行政コスト計算書 （ＰＬ） 統一的モデル （決算カードの補完
③純資産変動計算書 （ＮＷＳ） 　　公共事業サービスの継続）
④資金収支計算書 （ＣＳ） 　・財務書類作成基準

① ② ③ ④ 　・固定資産台帳の整備
歳出決算額

　資産 　負債 （収益的支出） 前年度末残高 業務活動収支 ①地方公会計マニュアル
　うち (将来世代 　経常費用 純行政コスト ②財務書類作成要項
　現金 の負担 　経常収益 （資源の消費） 投資活動収支 ③資産評価及び固定資産台帳整備の手引き
　預金 　臨時損失 ④連結財務書類の作成手引き

　臨時利益 　　財源 財務活動収支 ⑤財務書類等活用手引き
（過去の 発生項目
支出によ （減償却,引当） 純資産の増加 前年度末残高 　　　　・経理作業
る負担」）  純行政コスト 本年度末差額

　純資産 （資源の消費） （社会資本形成） 本年度末残高 取引→仕訳→元帳→試算表→精算表→財務諸表

　事務監査

行政計画の提示→ 決算報告→ 　　「予算書」 ←収支バランスの提示
　　組織対応→ 　　　企画部門  行政事業部門    財政部門     経理部門 　　監査報告

・将来計画の策定 ・予算案の作成 ・決算書作成
・事業評価 　事業　　実施 ・起債の検討 　　　首長、提案・説明　　　予算の審議、議決

　（補完資料：財務諸表） 　　　（財務資料のチェック）

 行財政改革  財政健全化策 

   ＮＰＭ   公会計改革 財務諸表の統一的基準 

  議 会 

   市民への行政サービス 

  自立・経営・統治 

 監  


